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ルであるVery Simple Recurrent Network Plus (VSRN+)との比較を行う．この結
果の検討を行うことにより，より高精度なシステム構築の基礎を作ることを目的
とする． 
BNを降雨予測に用いた場合，VSRN+よりもパラメータが少なく，学習時間が早い
などの利点がある．本研究では下記データを用い，地点毎にBNモデルを考えるこ
とにより降雨予測を行う．計算機実験により，VSRN+と比較し，予測性能は同等か
それ以上であることを示す． 
2001年に，電子情報通信学会ニューロコンピューティング研究専門委員会で企
画された「気象レーダ情報に基づく降水量推定コンテスト」のデータは，希望者
に配布されている．本研究では，このデータにより計算機実験を行った． 
 
